
と

日 と

：まじめに

( 2D J 

して一一

の日本諮在期間cjc1に

人物として知られて

この三つの時期は、

るのだろう

ったのだろう

日吉昔、 日



ら文北大革命前、文北大革命後のj現つの段踏に分けて、議論を進

めていく。

目前の李平凡とその活動

1. 版画に居党める

李平凡は1922年 5月13司、

名は文理である。

(Snow, Edgar）による

として生まれた。

たと）J;，われる。こうし

を

凡は？余々 に

は

を

と関わるようになったのは、従兄の

らはかつて

李平凡の初めての:;j;:）浪路作品「苦力」（資料 1）が完成、翌日38年：こ

r -1路女人的死J （「ある女の死J）が完成した。また関与に、月
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は、 1ヲ34年北京で設立された

ヅ＼でもあった（世紀夜線中

（二i七京、天津）木刻研究会の

独学で！坂騒を始

九巻）

出版社、 1936、 -

しい現実を 失業など

の社会開題を反映する

リアリズム

って、狭間地方の伝統的年爾、努紙などの民衆

「民族也」していった。こうした木版

！日県立美鰐館1ヲ83）。

こうして、中思木刻が拡日

として成長し、そして来日したのだっ

版顕活動を展開することになっ

二、第J 期（1943～50年）：日

1. 来日と初期活動（1ヲ43～45年）

され、木！反両集も刊行された（神奈

していく中、李王子凡は絞商家

それ以降の数年開、 f皮は日本を舞台に

の版i極活動

1943年、李平凡は版画活動の傍ら、河北省楽亭県の県立中学で美術講師をし

ていた。しかし活発な政治的活動が原院で学期末になって学校当局から辞任させ
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。事rr版協のメンバーは報部iなく
るために、中華同文学校のほかに、

と、

していた。そこで得た収入を新版協の基金として寄付した。後に懇諮社会におい

ても、新版協の「基金寄討援助運動J が展開され、版画交流への支援が始まった

6）。

新版協は、 －雑誌を発行し、準語だけでなく、日

に対しても自ら発罷しようとし その機関誌ともいえる F版画文1~.n （発行人

間

はじめとする

くつかの時代的要留と

るには、い

あらゆる分野での活

と喜びが彼ら

る大きな力となったことはpうまでもないc また、 G狂乱の

よって打ち出されていった宮本の民主北政策の下で、戦持体fljlj下あるいは
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また、 鼓野農夫也、 j竜王子二郎などは、「日本美縮会北関

を結成し（1ヲ46年 7丹）、北関東を拠点に を展開したが、

1ヲヰヲ年さらに f日本版画運動説会」を設立し、メンバーが各患の故榔で版画団

体を設立し運動を展開する以外、小野忠重や大出耕土（呂本教育絞画協会）、

池三部（中日文化研究所）などをもメンバーとして迎え、！反雨運動を全間的なも

のへと展開していった（表 1参摂）。また、

を招いての版画家の交流会や中原木刻を紹介する

2、3参熊）。

日47年から 1950年の問、 の協力によって日本各地で行われた中国木

！長雨の展示会は400［目以とあって、

、F朝日出i報（中箆！;r；亥IJ号）」などや

と出版された。日中版i国交流のピークを迎え、

したと震われていた

；父一i：ジ＇） ijiv

（中間水刻特集）」（中日文化研究

「中国版画ブームJ が

ブQロレ夕リア美術家らは、戦後再び民衆版隔の普及を復活さ

中間の木刻を大きく重要視したことがわかる。彼らは、日本

るのに重要な宣伝蝶体としての役訴を果たした刑事！の木刻か

を晃出した（日76年 5月、日米版画研究会第…出研究会で

るための版画割作活動を展欝ずることに

したのである。たとえば、板商運動協会のメンバーは、

に参加し、ビラやポスターをど多く作ったc また、職場の美術サークルに版画を指

し、創り、サークルの流れ作業、分業の仁1ヨで子t寄りポスターを作った。こうし

て美縮運動と労働運動を毘持に進めていった左翼の版瞬家らは吏に、中屈の木版

作品に「戦争反対」と

かれデモのポスターとして授われたことは まさに、当時日本の版関連動と労働

運動そして中間木刻の三者の関保を表した典型的な例であろう（資料12、13）。

日49年中華人員共和留の成立した後、 は呂本の版i箇i家たちとや函で日

を開催することを企画した。しかし、伎が帰国する前の1ヲ50年 2丹、

由民党は、「台北中央社特電」というデマをでっち上げて、李王子凡は、作家丁玲

などとともにや閤共産党によって日本に派遣されたスパイだと誹諮した

1997 : 60）。李王子凡は、筆橋による新開ず菌捺新開」で厳正な声明を発表した後、
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での

ちな治まら、

することになった。

針作の言語1と方向であり、

リズムであった0 1ヲ50～60年代のや

fヒのi壌i匂が強く、社会主義リアリズムの角
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：まど、

1973 

つ

かったのである。

させちれた。こ

ともかく、

白の10今－q潟にはいった

(1979年～）：

のもとで、

( '.18) 

は日

1ヲ72年｛こ北京

りの是正景を描く

さえコfpJ能となり、日

し、

その匹iヶ月の

の

こ0)

るよ



るだけでなく

ていったc そのやで、

('.Jill 



と中国木刻そして日本

以上見てきたように、李王子凡は、版画を通じた自本との交流のやでその一生を

過ごしてきたのである。彼は、近代における話中抜幽交流史を書き上げた一人と

ても過言ではない。では、李が推進してきた日中版画交流の三つの持期はそ

れぞれどういった特徴があったのか、日中両国の各時期の南勢を踏まえながら、

あらためて昆てみよう。

1. 戦後告本にとっての中霞木刻

前述したとおりに、中田の木版画は、 民衆への浸透と日本への

抗戦意欲の高揚を呂的として

から、 'Hir待の木版i国iは、

し、発摂していったc 民衆に対する

によってデッサンが造られ、木に影られると、

またはインキのローラ尉によって大豆EIJ則されていた。版画家によって入念

られたものの、 f許可、刻、 J討j のいずれも主主損する近代版踊の視点、から見れ

したものではなく は｛誌いものだった。これは、中国木版麗

よりは、ま

そうとし

る。そのため、

自した木刻の思想、力・主主伝力を

ちが置かれていた当時の苛艶な

中国の木刻は何より民主運動、誌

ザおける民衆への宣伝道具としての性質が強まっていったのである。そし

て、 r:t,1怪Ir木刻」の大量印！掘によって革命の窓識を簡単にかつ迅速に民衆に浸透

させようとしたこの特徴こそ、「民衆美術」に視線を向けた自本の左翼版語家の

共鳴をll子び、戦後李王子凡の活動を楳介｛こ擦り上げられていった呂中間の販踊交流

の接点、となったと考えられる。

日本では、前述したように、戦後、 GH史は一良労織組合を再建させたが、共

の拡大を恐れて日47年に1HIJ圧しようとしていた。一方、米ソ両大陣

営による冷戦の拡大、朝鮮戦争の勃発などを背崇に、各地で民主運動が展開され

るなか、日本の左翼版画団体も日47年以降j舌発に活動を行い始めた。こうして、

貧器、失業などに苦しんでいる民衆の姿を描くことによって、支配階級による

圧的政策や日本「帝国主義者J による戦争を真正面から批判する中国木刻は、必

然的に告本戦後民主運動にかかわるようになったのである。また、日中戦争で中

国人民の勝利、またその後の徐々に可能性が大きくなっていった労働者の和益を

代表するとされる共産党政権の成立は、呂ヱドの左翼美令官家や労勤者たちに大きな
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とんどであった。
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させていったということである。
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にまゴげる

ものであるふ「向より

ら追いだ

ガンとして



めて中国で展示されたのは、 1957年、仁1:1

おいてであった。

3. 仁！:i［誌と日本社会状況の変化と木亥ijの衰退

日79年学平凡が日本を再び訪問し、日中間の｝仮調交流を

による展示会に

に再開させるこ

とができたが、 fJの10年間、また1950年以降の日本経済の

などによって、自中両需の段[IDJ交流の性質が大きく変わったのである。

まず、朝鮮戦争を経て、議和条約の締結を終わり、由連への参加が許された日

2000）。

それに対して、

による日

交流以外、

また、 197ヲ年改革開放政策が突掘されてから、

り、美術m；場も自闘な耳支出ができるようになると、

るような西洋美術1や水墨画などは、経済的利益に

つくため、多くの若手陣｝家を惹き付けた。それに対して、

うことで、「独占j くことができない！夜爵

( 42) 
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とがなく、そ と を設やすため、

とんどいなくなったのが現状である。

こうして、木刻を中留の

えてしまう…つ

おわりに

まじい発髭を遂げようとする

にもなっているのである。
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注

1) Red S如 何erChit叫 19380宇佐美談次郎訳。中国語訳名君主百行j受言CJである。なお、この

本は彼が渡Bした捺も所持され、戦後中毒芸悶文学校では間諮の教科惑としてしばらく使われ

（李2001: 79）、当時間文学校で学ぶ禁僑青年の窓滋形成に大きな影怒を与えたと忠、われる。

2）宗主芸苑貌星雲J ＇土、 12較に分けて｛時期かにわたって刊行する予定だったが、途中から、出版

資金が不足し、初花社がi側室長したため、残ちの 7綴は出版できなかった。刊行予定のものも

含め、ず芸苑籾11¥l.1では、ロシアをや心；こフランス、イギリスの（版）画家や画祭が紹介さ

れた。

3）内山嘉吉子はさ当時成城守主鼠小学郊の美術m'IJ締で、 1931年魯込が上若手で主催した＊刻講習会

の技法議郊としてや｜巡の詰glfl;;の新興オミ刻家を育成した。兄の5G迭は魯迅と毅交があり、当

時上海内山議！浅の店主をしながら魯迅の一本絞If場運動の皮肉に火きなカを与えた（内山

1981）。
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